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本事業の目的  

 

 知床半島は、わが国を代表する原生的自然環境を有する地域であり、国立公園・

森林生態系保護地域に指定されているだけでなく、北海道で最初に世界自然遺産

登録された地域でもある。しかし、近年は半島内のエゾシカの個体数が急激に増

加し、高い採食圧が恒常的に加わっていることによって、急激な植生の変化や希

少植物群落の衰退が懸念されている。  

 森林生態系においても、ハルニレ・オヒョウ・イチイなどのエゾシカが嗜好す

る樹種の局所的絶滅が起き始めている。また、他の広葉樹でも稚樹群が衰退し、

森林本来の更新機能が阻害された状態が広範囲にわたって見られる。  

このような状況を受けて、北海道森林管理局や環境省釧路環境事務所などによ

り、知床半島の森林現況とエゾシカの影響を把握する広域採食圧調査が平成 15 年

度（2003 年）より実施されてきた。特に平成 18 年度からは広域調査として、北

海道森林管理局によりモニタリングのための帯状区が半島の各地に設置されてき

ており、平成 22 年度にはこれらの調査状況について取りまとめ、調査フォーマッ

トの統一とモニタリング調査候補地の選定を行った。  

本事業は、環境省等各関係機関との連携のもと、森林調査区を設定して現況を

調査し、同地域における森林の維持・更新に及ぼすエゾシカ採食圧の影響評価を

行い、森林生態系の保全・再生に資することを目的とする。  
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